
～（仮称）『南湖物語』の作成に向けて～ 
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『 将来像・・・ 楽翁公のこころを未来へ！ 』 

このニュースレターは、平成 16年度の第２回南湖公園ワークショップで報告されたこと、 

議論したことなど、参加された方の声をまとめたものです。 

このワークショップの目的は、白河市の貴重な財産である南湖を市民と行政が一体となって 

保全・利活用していくため、その具体化への歩みを進めていくことにあります。 

今回は、全員で４３名の参加がありました。 

 第２回南湖公園ワークショップ・プログラム 

  ●と き 平成 16年 10月 25日（月） 13:20～17:00 

  ●ところ 白河合同庁舎 大会議室 

 

◆これまでの活動の中間報告 

①池干しの実施のお知らせ 

  昨年に引き続き実施される池干しの計画が報告されました。 

②南湖周辺地域における水路の現況調査結果報告 

  南湖周辺地域の水路の現況と課題及び水質浄化に向けた対応 

策が報告されました。 

③水質調査の中間報告 

  日本大学より南湖の水質調査に関する中間報告がありました。 

◆市道南湖線の通行止め社会実験に関する意見交換 

  参加者全員で通行止めの是非、期間、対象区間などについ 

て意見交換を行った後、実験当日に現地で誰もが気軽に参加 

できるワークショップの企画を行いました。 

 

●池干しの実施のお知らせ ／ 社川沿岸土地改良区、白河市都市計画課 

 昨年に引き続き、今年も以下の日程で南湖の池干しとボランティア清掃が予定されています。社川沿岸土地改良区

と白河市から、みなさんの積極的な参加について、呼びかけがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニュースレター 

vol.２ 
 本年度は、昨年度作成した実

行プランを進めていくため、調

査、実験、学習を市民参加のも

とに重ね、成果と課題を把握し

ていきます。 

 まず、水質調査と通行止め社

会実験を契機とし、池干しや出

前講座（コウホネ、ジュンサイ、

松林など動植物関係）の実施、

イベント企画、広報などに展開

していき、これらの情報や経験

の積み重ねを最終的に（仮称）

『南湖物語』としてまとめます。 

今後の流れ 

●通行止め社会実験を体感し、課題を知ろう 

▽ 

●調査や実験から、課題と成果を把握・整理しよう 

▽ 

●南湖の保全・利活用に向けた具体化への手引きを作成しよう 

▽ 

●今年度の振り返りとまとめにより、問題解決への一歩を踏み

出そう 

市民の目線で、協働で、実行プランの具体化に向け、調査、実験、学習を重ねていきます。 
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水質調査

11月 19日（金） 水抜き開始 

12月 1 日（水） 現地踏査 

12月 11日（土） 清掃 

12月 13日（月） 水入れ開始 

お申し込み・お問い合わせ 

白河市都市計画課公園係 

(0248-22-1111 

 （内線 2286） 

注目！ 

福島県県南建設事務所 企画調査グループ 

住所／〒961-0971 白河市字昭和町 269番地 

TEL／0248-23-1617 

FAX／0248-23-1642 

お問い合わせ先 

花見の頃の市道南湖線 

ワークショップの様子 
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